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第一章 緒 言

喀 疾 中 ノ蛋 白 禮 二就 キ テ ハ 、 之 一?化墨 的r.定ll::

セ ル 報 告 多 籔 アリテ枚 基 二逞 ア ラ ズ({1〕Bostock,

(MRenk ,{3}Starkow,u.Schmidt,{4)Biernacki,

(51Wanner ,(6)Acs-Nagy,`7)Bokay,(8⊃Ganz

u.Hertz,'10)Asparicio,1η18)Hoesslin)。 而 シ

テ結 核 喀 疾 二 就 キ テ ハRenkハ0.203%テ 、

Starkowハ0.47%テBiernackiハ0.08%ラ

報 告 セ リ。 而 シ テWannerハ0.503%テ 報 告

セ リ。 即 チ其 ノ成 績 先 人 ニ ヨ リ大 イ ニ 異 リ、 且

ッー一 ナ ラズ 。 又Wannerハ 各 種 呼 吸 器 疾 患 一

於 ケ ル 喀 疾 中 ノ蛋 白 盟 テ 定 量 シ、 肺 炎 ラ除 ク外

ノ慢 性 氣 管 枝 炎 、 氣 管 枝 籏 張 症 、 叉 肺 壌 疽 ニ ア

リ テ ハ 肺 結 核 喀 疾 二 於 ケ ル ヨ リモ 少 量 ナ リ ト

スn

而 シテ喀 疾 中 ノ蛋 白艦 テ沈 降 反慮 又 ハ凝 集 反 慮

ノ如 キ免 疫 血 清 學 的 見 地 ヨ リ測 定 ヒル モ ノ比 較

的 少 キモ ノ ・如 シ。

1925年12)Piticariu,fl3)Phannenstielハ 喀1爽

浸 出液 テ以 テ結 核 患 者 血 清 トノ間 二沈 降 反 慮 テ

試 ミ90例 中87例 ノ 陽 性 ザ 見 タ リ ト報 告 ス。
'i5)Ph

aginolieハ 結 核 菌 ノ 存 在 セ ル結 核 喀 疫 生

理 的 食盟 水 浸 出 液 テ沈 降 元 トシテ結 核 患 者 血 清

トノ間 二沈 降 反 慮 テ試E93例 中10例 二陽 性 尋

得 タ リ。 岡 阪 本 ハ結 核 菌 浮 游 液 テ以 テ結 核喀 疾

中 ノ沈 降 素 テ検 索 シ20例 中18例 二於 テ弱 度 ナ

ガ ラ陽 性 ナ ル成 績 テ得 タル モ 、 カ ・・レ反 鷹 ハ非

結 椥 客疾 ニ ア リテ モ 同程 度 ノ陽 性 度 子示 ス 昂以

テ カ ・ル沈 降 素 ハ結 核 二特 異性 ラ有 セ ザ ル モ ノ

ト報 告 セ リ。

元 來 喀 疲 中 ノ蛋 白盟 ハ血 清 蛋 白 二由 來 ス ルモ ノ

ナ リ ト ノBokay等 ノ論 ガ現 今 ニ ア リテ モ、 踏

襲 サ レ來 レ リ。 カ ・ル見 解 ノモ トニ喀 疲 中 ノ蛋

白膿 ラ血 清 「ア ・レブ ミ ン」、 血 清 層グ ロ ブ リ}」 二

分 解 定量 セル モ ノ多 シ。 ・

然 レ ドモ前 記 ノ如 ク之 テ血 清 學 的 方 面 ヨ リ之 ガ

測 定 テ ナ シ、 且臨 躰 的 方 面 ヨ リ考 察9加 ヘ タ ル
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モ ノ無 書モ,・ 如 シ。

余 バ カ ・ル貼 二興 味 テ有 シ、先 ヅ健康 人 血 清 ラ

以テ免疫 セル家兎血溝二封 スル沈降原 タル蛋白

船 ノ結核喀艇 二於ケル存在 ラ研究 セリ。

第二章 實験方法

實験方法 トシテハ健康人血清免疫家兎血illl一ヨ

ル沈降反慮ラ慮用セリ。

免疫家兎血清製法

結核性疾患及其他 ノ認 ムベキ疾患 テ有 セズ、且

ツ血液徽毒反慮陰性 ナル健康人血満6種 乃至10

種テ混合 こ、非働性 トナシタルモノ(揺氏56度
　

30分 間加 温)1.Oαq宛 テ3日 間 隔 叉 ハ5日 間 隔

ニ テ家 兎 耳 静脈 ヨ リ反 復 注 射 免 疫 シ、其 ノ「チー

テル」4萬 倍 程 度 テ得 テ 全探 血 法 ニ ヨ リ頸 動 脈

ヨ リ探 血 シ、得 タル血 液 テ氷 室 内 二放 置 シオ キ

血 清 ノ自然 分 離 テ待 チ テ瑚 酸 末 テ1%ノ 割 合 二

混 ヂ氷 室 内 二貯 フ。 但 シ使 用 時 常 二細 心 ノ注 意

ノモ トニ「チー テル」2萬 倍 ナ ル ガ如 ク整 調 シテ

使用 ス。余 ・使 用 セ シ家 兎 ハ盟 重2.5「 キ ロ グ ラ

ム」前 後 テ最 適 トシ、血 清 注 射 同 籔 ハ4-5同 テ

以テ足 レ リ.尚 ホ健 康 人 血 清 ハ注射 時 生 理 的 食

盛水 ニ テ2倍 量 二稀葎 ス。

結核 喀疾

早 期喀 出 セル喀 庚100cテ 等 量 ノ生 理 的 食 盟 水

ト混和 シ、 小硝 子球 テ有 スル 「コル ベ ン」内 二良

ク振 盈 シ、ZF等 性 乳 康 状 テ呈 スル ニ至 リテ直 チ

ニ「ベ ル ケ フニ,レド」濾 過 器(V)ラ 用 ヒテ常 二760

mmHg巫 ニ テ吸 引 濾過 シ、 得 タル澄 明 泌 液 ヲ

喀擁 濾 液 トシテ使 用 セ リ。「ベ ル ケ フ。ル ド」濾 過

器 ハ使 川 前 豫 メ滅 菌 蒸瑠 水 テ以 テ3回 濾 過 シ、

且 ツ使 用 時 ノ諸條 件 バー 定 トセ リ。

喀 疲 ハ喀 出後 可 及 的迅 速 二使 用 セ リ何 ン トナ ラ

バ喀 出後 ノニ次 的 攣 化 ガ本 實 験 二影 響 テ及 ボ サ

ザ ル ヤ テ考 慮 シタル テ以 テ ナ リ。 又 唾液 ニ ヨル

影 響 テ可及 的防 止 スル意 囲 ノモ トニ喀 疾 瓶 ニハ

濾紙 又 ハ吸 墨紙 テ用 ヒテ唾 液 ノ吸 牧 除 去 ラ企 テ

タ リ。

沈 降反 慮 及 ピ判 定

カ ク シテ得 タル喀 疾 濾 液 ヲ0倍 、2倍 、4倍 、

8倍(以 下準 ズ)ナ ル倍量 稀 葎 法;ヨ リ稀 葎 シ、

其 ノ各 々 ノ少 量 テ村 田 氏徽 毒反 癒 用 小 試 験 管 ニ

トリ、 前 記 免 疫 血 清(「 チ ー テ ル」一 定 ニ セル モ

ノ)テ重 畳 シ室温 二放 置 シ、其 ノ雨 液 接 鰯 面 二生

ズ ル 白濁 輪 テ以 テ陽 性 ト判 定 セ リ。 而 シテ其 ノ

程 度 テ(±)b(十)、(井)、(帯)ノ4種 トセ リ。

判 定 時 間 ハ重 畳 後10分 乃 至30分 間 トス。 コハ

室 温 二於 テハ30分 後 二始 メ テ 白濁 輪 テ 生 ズ ル

コ ト無 キ テ以 テナ リ。 封 照 ら ハ生 理 的 食 盟 水 及

ピ健 康家 兎 血 清 テ使 用 セ リ。

第三章 實験成績

余ハ前章二示スガ如キ實験方法ニヨリテ得 タル

蛋白藍即チ健康人血清免疫家兎血清ニヨリテ沈

降反磨 ヲ生ゼシメ得ル蛋白膿テ特 二抗原性蛋白

膿 ト假樗 ス。

第 一一節 結核 喀疾 中 二含 マ

ノγ・抗原性蛋 白盟

余ハ結核喀疾619例 二就テ健康人血清免疫家兎

血清ラ用 フル沈降反慮ニヨル抗原性蛋白禮 ノ謹

明二當 リ、陰性ナルモノ1例 モナク全部陽性ナ
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便 宜LO倍 陽 性 ヨ リ4倍 液 陽1図iアデ ラ第1群 ト

シ、8倍 陽 性 乃 至32倍 液 陽 性 マ デ テ 第1琳 粋

シ、64イ1'"VX」=F易・1生ナル ラ第m群 ト シ、以 下特ll把

ノ他 バ カ ・ル群 別 舛 吏用 ス。

尚喀 痕 濾 液 原 液 ハ第 一二章實 隙 力'法∴仙 戒 セ ・レ如

ク、 材場斗μ客弼ξ∴墾}シfハ2倍 稀 畢!V4トナ レルcノ

ナ リ.

全例619例 二於 ナ 第1群 二 、魅 人べ ㌣モ ノ71例

(11.5%)ラ 示 シ、第 皿群 二風 ス(t、・モ ノ429例

(69.3%)テ 得 タ リb而 シテ第 皿群 二焼 人べ1モ

ノ119{列(29.2%)テ そ辱タ リ。32イ当2夜陽4豊 ノモ ノ

213例 ニ テ最 多激 テrliメ 全例 ノ約30%4之 プ。

第 二 節 結 核 喀 疾 中 二 含 マ ノレ ・

抗 原 性 蛋 白 禮 ト病 症 ト ノ關 係

全 例 テ輕 症 、 中等 症 、 重症 ノ三病 症 二分 チ各 々

59例 、235例 及 ピ325例 ラ得 タ リn

結 核 喀 疾 中 二含 マ ル ・抗 原 性蛋 白禮 ト各 病 症 ト

ノ關係 テ研 究 シ次 ノ表 テ得 タ リ。

(第2表 〕 結核喀疲 中ノ抗原性蛋 白ee1・病 症

「策1群)(第 皿 群)(第 皿群)

塾 繰 灘ll
)

輕

症

(59)

中

等
症

(325)

重

症

(325)

計

(619)

性 性 性

31327
　

43

172.9ヌ6)

1
-

1

(0.1%)

1206
　 ノ　

27

(8.3%)

43334

性 性 性 性 性

124
-

16

r27.196)

5201059311
　 　

130104

(55.396)(44.696)

49126108322
ヒ　

28315

(87.1%)(4.6つ6)

6615021310613

第2表 二依 ラバ輕 症59例 中 第1群 二 風 スベ キ

モ ノ43例(72.9%)テ 示 シ、 第R群 二属 スベ キ

モ ノ16例(27.1%)テ 示 ス。 而 シテ第 皿群 二屡

ス ベ キ モ ノラ 見 ズ。 且 ツ4倍 液 陽性 ノモ ノ27

・例 ニ シテ輕症 全 例 ノ實 二46%テ 占 ム。

ヰ 等 症235例 ニ ア リテ ハ各 群 二屈 スベ キ モ ノ・

第1群 ∴ ブ リi・ ・1例(0・1%・ 伽 群 ニ ノ'130

例(55〃5)一 シ テ、 伽 脂 ・・104例(44・6%)

テ示 セリ.而 シテ顕 鰯 易性 ナルモ ノ105珂

(45ニノ,C)、64佃 夜陽1'1三!r;ノ93例(407,」)-7,-J:7.・

・欠 一一,fs症例325例 一 戸 戸 各群 秘 が 托 ノ

ノv・1チ、 最 微 ハ 第ll1:'t:∴鳩 入べ 精 ノ・一シテ

282例(87.1%ノ ラ示 七 リ.i面i〃 第1群 ・8・3%

一..eシテ之 ∴次 ギ、 第lfi群 ハ4・6%テ 示 ス ニ過 ギ

ノへ 叉 亜症 例 中 最 多'tZナ ル モ ノハ16倍 液 陽 性

..シ ノ126{列(397つ1{t}'タ リ。

epチ 川 ニヨ リ シ鰹 症{ア リ テ・・b第1群 囑

ス ペ キ モ ノ最 多撒.ゐ シi而 カモ4倍 陽 性 ナ ル モ

ノ最 高 数 テ示 入。 又 中 等 症 及 ピ重 症 一 ア リテハ

共 二第 皿儲 脇 ベ キ モ 服 微 ナ ・レモ巾 等 症

ら ア リテ ハ32倍 液 陽 性 ナ ル モ ノラ 以 テ 最 高 数

ト七ル ニ 反 シ 重症 ニ ア リテ ハ16倍 液 陽 性 ラ以

テ最 高 撒 トセ リ。

要 之、 喀 疾 中 ノ抗 原 性 蛋 白禮 テ 多量 二謹 明 スル

モ ノハ 中 等症 二 多 ク、重 症 之 一;欠ギ、 軽 症 最 モ

少 シ。

第 三 節 結 核 喀 淡 中 一 含 マ ル ・

抗 原 性 蛋 自 盤 ト化 學 反 癒 ノ

示 ス 蛋 白 燈 ト ノ比 較

次 ニ カ ・ル抗 原 性 蛋 白禮 ト生 化學 反 慮 ノニ 三 ト

ノ間 二如 何 ナ ル關 係 ノ存 在 セル ヤ テ知 ラ ン ト欲

シ余 ハ次 ノ三 反慮 即 チ「ズ ル ポ サ ル チー ・レー酸 反

鷹 、 煮沸 反 癒、 硝 酸 ニ ョ ・レ「リ ン グ」反 鷹 テ用 ピ

タ リ。

輕 症24例 、 中等 症40例 、及 ピ重 症37例 ニ ツ キ

沈 降 反 癒 ト前記 三 反 慮 ト ノ關係 テ研 シ タル ニ第

3表 二示 ス ガ如 ク抗 原性 蛋 白艦 テ多 量 二謹 明 ス

ル モ ノハ中 等症 二多 ク、 重症 之 二次 ゲ リ。 然 ル

ニ三 化 學 反 慮 各 個 ニ ア リテ ハ蛋 白盟 ヲ多 量 二謹

明 スル ハ重 症 二多 ク中等 症 之 二次 グ ヲ知 レ リ。

又沈 降 反 慮 ニ ヨ リテ、 他 ノ三化 學 反 慮 ニ ヨル ヨ

リモ多 量 ノ抗 原 性 蛋 白禮 テ謹 明 セ ルハ22例(22

%)ニ シテ帥 チ中 等症 ニ ア リテ12例 、 重 症 ニ ア

リテ10例 ナ リキ。
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反応別 病 症 別 ,

(例 敬 、

`

反慮陽性庭 ニヨ'レ群別
反胞1別

病 痘 別

(偶 数)

反 唯 陽 性燦 昌3ノ 曙 初lj

第1岡 姫 副 第曙
一

揃 劃 策H醐 獅 群
輕

.中

}重

降
反
磨
)

白
盟

(沈

抗
原
性
蛋

華墨a量ヒ(24)14(5706)

中 等症(40)0

拍三(37::11(2996)

一,サ8慮

鞭 中等翻

軽 症(24)0

0

0

10(43%、0鴬

36(9・%)壁?ジ 痩

25(6600)2(506)胞 ～

24(100タ6)0扉 『ン慮1終 盤

2?(6896)13k321の 酸2●
　 　 ヨ

2259%)1541%、 リ反

。験壁i殖`(24 ,)24べ1`)Oうo)0

4』2摩」血{(40)15(38タ,ン)25(62ワ ゥ)

皿III:ぐ37)i3(35gご)22(5冠 し6)

舶三(、24》24(100ウ`∫)0

lp等 ジ凸三(44))10r2590)30＼75ウ っ)

電5q4%、,30`8196

一7

嚇ξ(37')

O

O

2「7タ の

0

0

2(5%)

誰

又 煮 沸 及 ピ硝 酸 「リ ン グ」反 慮 ニテ謹 明 セ ル蛋 白

禮 量 ハ、 何 レモ沈 降反 慮 ニ ヨル抗 原 性 蛋 白龍 燈

ヨ リモ少 カ リキ。

即 チ以 上 ヨ リ シテ結 核 喀 疾 中 ノ抗 原 性 蛋 白禮 量

へ 煮沸 反 感 及 ピ硝 酸 「リ 》グ」反 応 ニ ヨ,レ蛋 白

禮量 ヨ リモ多量 ニ シテ、 「ズ ル ポ サ ル チ.)レ 」酸

反 慮 ニ ヨル モ ノヨ リハ 少量 ナ ル モ ノ ・如 キ ラ知

レ リ。

爾 ホ前記22例 中4例 陣 笠症2例 、重 症2例1ハ

辞 別 ハ;営 …'1`第一一節参 照

縄 過 良 好 ナ リシ モ他 ノ18例 ハ不 良 ナ リキ。

第 四 節 結 核 喀:疾 中 二 含 マ ノY・抗 原

性 蛋 白 騰 ト血 清 蛋 白 ト ノ關 係

肺 結 核 患 者(今 村 内科 入院 患 者)45例 及 健 康 人

35例 二就 キ、 其 ノ1価1腎蛋 白 ラPuhlrich'sche

EintauchReHaktometer(Prism。No.1.B.)

ラ用 ヒテ測 定 シ實験 表 ヨ リ算 出 シ次 ノ成績 ラ得

タ リ^

第4表 肺結核患者血清蛋白量h喀 峻沈降反応

番 號 氏 名
血 清
蛋 白量

(%)

沈 降 反 応 陽 性 度(稀 葎 倍 数)
1

性 別 症 別1
・副2倍 4倍 8倍1・6倍i32倍i64倍i・28倍

♂ 重 6.Ol 帯 柵 柵11一 什 十 十

1♂ 重 6.04 柵 柵 什 甘 十21一 1
3 ♀ 中 6.18 帯 柵 朴 十 十

1

:___.

…

+⊥:王=

}

一 一 一}

一 一 一一一

1一
否 重 6.20 柵 柵 柵 柵 十 十

}}一
41一

[

5 ♂ 重 6.25 惜 帯 柵 什 十十;一 一
♀ 重 6.27 柵 柵 柵 什 十 十

一 ㎜
6!一

♂ 重 6.27 什 十十 十 十 十
[

7
`一

8 ♂ 重 6.27 帯 柵 帯 柵 什 十一 什 十

9 ♂ ・中 6.40 帯 柵 帯 帯 十十 十 十一
10 ♀ 中 6.52 帯 柵 什 十十 十

一一 十1

11 ♀ 中 6.58 柵 帯 帯 什 十 十;一
12 含 輕 6.59 什 十 十 一 一
一

13 ♂ 重 6.65 帯 柵 柵 柵 十十
1十
1十

14 ♂ 輕 6.66 冊 柵
一
什 十一

15
一 一
16

♂ 重 6.69 柵 柵 柵 柵 十 十 「一
一♀・ 重 6.73 柵 柵 柵 什 十

!
+;一

17
'舎

中 6.91 柵 帯 柵 十十 十 「一
18 ♂ 中 6.94 柵 什 督 +1一 柵1柵

一 一一一一

1柵

8

19 ♂}重 6.94 柵 替 什 十

一 一一1一 レー冒一

十一1
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28

}

7

一

一 ■噂一一

20
一 一 一 一

♀
}一_

鯉
一 一一 一

6.95

『},

十十

一
十

一 丁一 一

一 一 嗣■■國■冒胃

十
7一 一}一

榊
一-一}　

十

一 一 　一一 一
21

一 撃照一 一 一

皐

♀

一 一 一φ

蝿
一一 一

中

一 噂辱

6.96 再 十十

一 　 一

十 一一}　 一一一『

22 柵 什 亭「一 十6.98' 柵一
23 ♀ 輕 7.16 十十 十 一 一

十

一
24 ♂ 鰻 7.20

一 一一

7.40

榊 骨 十一
25 ♀ 魁 什 十 一 岬一一
26 ♂ 爬

一

7.41 什 十 十

一 一一
27 ♂ 輯 7.41

一

十十 十 十
_一 一一F鞘 一},岬一

28

一 一一一 一

舎

一
鯉

一 帰一`

,脛
『 畠一 一

中

7.42 什 什
一 　

十一
29 .♂ 7.52 什 什 十

一F一 ■唱

柵

十一
30 ♂ 7.54 帯 柵 柵 什 十 十一
31 ♀ 騨 7.54 柵 十十 十一
32 一 ♂ 中 7.54 帯 柵 帯 什 十 十

33 ♂ 輕 7.70 十十 十 十
　 _一 一

柵

一一
34 ♀ 中 7.73 柵 柵 十十 十 十

辱一一
PD

ρ00UO
J

♂ 中 7.91 帯 柵 惜 什 十 十一一 一
♀ 中 7.92 柵 柵 帯 帯 骨 十 十一

37 ♂ 重 7.94 柵 柵 柵 什 十一
38 ♀ 輕 7.95 什 十 十一
39 ♂ 輕 7.99 榊 什 十 十一
40 ♂ 重 8.01 柵 柵 帯 帯 帯 什 十 十一
41 ♂ 輕 8.24 柵 什 十 十一
42 ♂ 中 8.46 柵 什 十十 十 十一
43 ♂ 中 8.50 帯 柵 柵 督 十 十一
44 一 ♂ 中 8.82 榊 柵 帯!帯1 骨 十1十

1

45 ♂ 中 8.90 柵 帯 柵 ・1帯 .十 十 +1+1

第5表:健0人 血清蛋 白硅

番號 氏 名 性別
血 清
蛋 白量
(%)

番號 氏 名 性認 識
1(%)

番號 氏 名 剛鱒
1

-

2
-1

3
-

4
一 ■

5

6.82 13

14

山 静 土
♀一
♀一
合一
♂一

⊥
♀一
♂一
♀一
♂一
♀一
♀

7.43 互
墨
27

畑 ヤL圭 ⊥ エ旦

蓮i♂17.go一;
玉1-17・92

一1♀
7.00 杉 一 7.47 日一
7.15 15 岸 久 7.56 輻一

一 7.15 16
-

17

小 一 7.58 28
-

29

丸 な 艶羽7.92一 7.18 鶴ZF

}

7.58 三__白L亙
加 久i♀

i_

1-

1_

8.00

6
-

7
-

8
一 剛

9
-

10
一 昌

11
一 」

12

一 7.18 18
}

19
-

20
一
21
『
22

-

23
一 ■

24

町 茂 7.60

一

旦
31

}

8.04一

一
♂一
一♀・
一
合一
♂一
♀一
il

♀一
♀一
♀一
♀

7.18 橋 和
一
7.70 尾 重i♂ 8.10一 .土17・32

一 …

山 縣 7.72 32 安 コ ♀ 8.11

7.32 川 長 7.72 里
34

森 ク ♀一 8.13

7.35 大 末
一
7.77一 ・・♀ 8.23

7.35 小 ヒ 7.77

『
35

中 木

蓄『 花 「:南.39

1一

一
7.37 溝 ト 7.85一

8・00%ニ ア リテ27例 約80%ラ 占 ム ル ニ反 シ
、

肺結 核 患者 ニ ア リテハ7.00%以 下 二於 テ1最 多

撒22例 テ占 メ約50%テ 示 セ リ。'・!

第4表 及 ピ第5表 ラ更 二表示 セバ次 ノ如 シ。(第

6及 ピ7表)

第6表 二依ラバ健康人血清蛋白量 ハ7.00%一
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第6表 肺結核及ビ健康人ノ血清蛋白量

材濃 霊
6.99%

以 下

7.00%-
7.99%

8.00%

以 上 合 計

肺 結 核 22 17 6 45一

健 塵 1 27 7 35

第7表 肺結核患者血清蛋白量 ト病症

ぱ 量
血 清蛋6

.99%以 下7.00_7.99%

6.50%6.51一

以 下6.99% ;:銘勇仔:㌫

8.00%以 上

§:98勇俘Σ夏ヨ孟%
一重症(12)}一 一

1011
中等症(16)

輕 症(17)

215
-

7

15
㌔■■・》-r-

5

15
㌔一 剛.ρ ■一 プ

5

212
　

4

5161i
　 　
11●1

即 チ肺 結 核 患 者 血 清 蛋 白量 ハ健 康 人 血 清蛋 白量

ヨリモー 般 二減 少 セル テ知 レ リ。

更 二肺 結 核 例 テ其 ノ病 症 ヨ リ軽 症 、 中等 症 、 重

症 ノ三病 症 二別 チ、各 々 三 ツ キ テ、 其 ノ血 清 蛋

白 トノ關 係 テ見 ル ニ第7表 二示 ス ガ如 シ。

第7表 二依 ラバ重 症12例 中10例 二於 テ其 ノ血

清蛋 白量6.99%以 下 ニ シテ7.00%以 上 ノモ ノ

僅 カー2例 テ示 ス パ 。

中等症 ニ ア リテ モ6.99%以 下 テ 示 スモ ノ全 例

ノ約2分 ノ1テ 含 ム。

然 レ ドモ輕 症 ニ ア リテ ハ ヤ ・趣 テ 異 ニ シ7.00

%-7・99%二 屑 ス ベ キ モ ノ過 牛撒 テ示 セ リ。

即 チ以 上 ヨ リ シテ重 症 ナ ル モ ノ程 其 ノ血 清 蛋 白

量 ハ減 少 セル コ トテ知 リ得 ベ ク、 而 カモ輕 症 ニ

ア リテハ 健 康 人 血清 蛋 白量 卜大 差 ナ キ テ知 レ

リ。

次 ニカ ・ル血 清 蛋 白 ト喀 疾 中 ノ抗 原 性 蛋 白盟 量

トノ關係 テ第4表 ニ ヨ リテ見 レバ血 清 蛋 白 ノ少

キモ ノ(7.50%以 下)28例 ニ ア リテ ・・抗 原 性 蛋

白禮 ノ多量 二 存 スル モ ノ多 シ、 即 チ16倍 以 上

陽性 ナ ル モ ノ18例 ラ示 セ リ。然v'ド モ抗 原 性 蛋

白量 少 キ モ ノ即 チ16倍 陽 性 以 下 ノモ ノ尚 ホ10

例 ア リ。

叉 血 猜 蛋 白多 キ モ ノ`7.51%以 上)17例 ニ ア リ

テハ抗 原 牲蛋 白姫 ノ少 量 ナ ル モ ノ少 シ、即 チ16

倍陽性以下 ノモノ4例 昌シテ他 ノユ3例ハ16倍

以上陽性一シテ抗原性蛋白髄 ラ多量 昌含 メルテ

知 レリ。

即チ以1:ヨ リシテ血満蛋白 ノ減少必 シモ喀疾中

抗原性蛋白艦 ノ塘加ラ見ズ、且ツ血構蛋白ノ檜

加モ必 シモ抗原性蛋白照 ノ減少テ件 ハザルテ

知ル。

第8表 肺縞核患者血清蛋白徽b喀 疲中

抗原性蛋白量
△

血柵蛋
白量

棚
性蛋白量

6.99%以 下 7.00-7.99% 8.00%以 上

骸雫%1ε:8蕩1:i翻:鍮 §:器霧」鯉%

例 数 9 13 6 11 4 3

卒均陽
性倍数

一 一4

ZF均 陽

性倍数

32x 16× 4× 16× 32x 64×

22.5× 12.0× 45.7x

第8表 ハ肺結核患者血清蛋白量 ト喀疲中抗原蛋

白量 トノ關係 テ示 スモノナ リ。

コレニ依 ラバ血清蛋白量7.00%以 下 ノモノニ

アリテハ喀疾中抗原性蛋白盟反慮即沈降反慮 ハ

李均22.5倍 液稀鐸ニテ陽性テ示 スラ知ル。又血

清蛋白7.00-7.99%ニ アリテハ 喀庚反磨iハZF

均12.0倍 液陽性 テ示 シ、 且ツ血清蛋白量8.00

%以 上 ノモノーアリテハ喀疾反慮ニアリテハ軍

均45.7倍 液陽性テ示 セリn

即チコレーヨリテ見 レバ血清蛋白ノ減少 ガ即チ

直チニ喀疾中 ノ抗原性蛋白盟 ノ檜加 テ俘 フモ ノ

乙アラズ。

寧ロ喀庚中 ノ抗原性蛋白艦ハ病竈 ノ進展程度ニ

ヨリ檜減 スルモノニシテ軍二血清蛋白 ノ壇減 二

原因スルモノナラザルコトテ知 レリ。

第五節 結 核 喀疾 中 二含 マノh

ト抗原 性蛋 白膿 ト喀疾 中結

核 菌 トノ關係

喀疾中結核菌陽性者273例 、陰性者136例 二就

キ、其 ノ喀疾 中ノ抗原性蛋白盟量}喀 疾中結核

菌量 トノ關係ニツキ第9表 テ得タリ。

但 シ結核菌表示法ハ ⑳CzaplewskiRitter法
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、、,'1算9表 喀痕 中精核藺 ト沈降反感

『
縣
㎏

蜘
2瀬

幽
π索]群一

洗

-第

吸収　触　紋準2似

例

数

精
核
菌

(一)

(十)

136

60

71

81

61

1「512
-

8'
(5.9%)

10[49155
-

114
(83.8%)

1311
-4一 一ρ

14
(10.3%)

0

3111
-

4

(6.7%)

蕊 汀了「1181
-

65
(91.6%)

35121
㌔■■へ 一■■プ

56
(93.396)

(督)

(惜)

(惜)

151
-

5
(7.0%)

11
●一 画 」一■プ

19
(23.4%)

141-
4

(4.9%)

2115132
-

58
(71.7%)

1811
一 」關一♂

19
(23.496)

1111-
2

(3.3%)

1142110
-

53
(86.8%)

511
㌔一■隔 唱一日プ

6
(9.9%)

ラ用 ヒ検 鏡 視 野敷 ハ30ト ス。且 ツ30/30以 下 ラ

(十)ト シ、31/30-100/30テ(→ 十)ト シ、101/30-C

200/30テ(帯)ト シ以 上 テ(冊)ト セ リ。

結 核 菌(+)ナ ル モ ノ60例 二 於 テ枕 降 反 応 第1

群 二屑 ス ベ キ モ ノ無 キニ反 シ、 第 皿群 二屈 スベ

キモ ノ56例(93.3%)テ 示 ス。 而 シテ第 別辞 轟

届 スnキ モ ノ僅 カ ーs.7%テ 示 ス ニ過 ギ ズ。 結
び

核菌(什)、(柵)、(柵)ニ ア リテ ハ何 レモ沈 降 反

応 第 皿群 二属 スベ キモ ノ最 多 激 テ示 セ リ。

而 シ テ結 核 菌 陰性 ナル モ ノニ ア リテ モ沈 降 反 感

第 皿群 二屡 スベ キ者 最 多教 テ示 セ リ。

即 チ以 上 ヨ リ シテ喀疾 中 二結 核 菌 少 量 ナ ル モ!

ニ ァ リテ、 喀 庚 申 ノ抗 原 性蛋 白盟 多 量 ナ ル モ ノ

ア リ。
を

而 シテ喀疾中ノ結核菌陰性 陽性 テ筒ハズ喀庚

申 ノ抗原性蛋白髄ハ第 皿群二屠 スベキモノ多キ

ラ以テ喀庚申ノ結核菌々撒 ト抗原性蛋白盟量 ト

ノ關係テ一定 シ難 シ、然 レドモ歯数少 キモノニ

アリテモ抗原性蛋白盟 ノ多量 ナル者アル事 ハ注

目ス吋 キ事 ナリ。 ∴ 弓ド .ら.、

二 第 六節 、非結 核喀疾中 二含

。マル,・抗原 性蛋 白農

会 ハ非結核喀疾うシテ急性気管枝炎噛疾、気管

枝喘息喀艇氣管枝肺炎、百日咳喀疾、肺壊疸喀擁

及 ビ氣管枝櫨張症喀擁 ラ得テ,是 等 ノ禽 ム抗原

性蛋白髄 ヲ測定セリ。而 シテ第10表 テ得 タn.

葉10表 非結核熔疲中ノ抗原性蛋白髄

b
番 病 病 性 響 鶏 量

1

號 名

1

三
ユ

4

』
s

ユ
S

£
亙
⊥
2-
13

↓
■
一
↓
u
一

一
■†

一

一
↓
u
一

一
■
†

昌
四
一
↓
■
}
什

一
■†

昌
四
一
日竹

一
↓
膠
一

土
♀
下
下

♀
i
♂
下
τ

■
■
■
■
■
■
■
■
■

急

性

氣

管

枝

冤

名 別 論 」IJIXXXX

■4」 特

技

}
十

一

一十

}
十

一十

一十

慧
一一庄

十十 十

一

一

一

一

一

十
一

一

一

±

一

一

十
一

一

一

一伽

[

一

一

一

十
一

一

什
一

一

一

特
　

+
一

一

骨
一

+
一

一

一

童一

li

「 一

一

書

写
「

世

一「齋石{壁一

一

一

世

サ

±

世

埜
一

一

世

世

廿

世

世
,
,

「

「

一

「

世

世

世

一

一

世

世

世

世

世
-
-一

再}
重

罰

一

一

}

柵
一

轍
一

帯
}

}

十一

柵一

帯}

柵一

帯一

帯一

十一

十一十一十一柵一帯一柵一十一什一帯一帯一帯}柵一柵一什一什

,

一

,

1

-1

-

1
伽

i

ー
ー

`

一1

栴

薦

薦

爵

梧

齋一

下
♂
♂

王
♂

王
土
♂一
♂

土
♂

土
♂
創

■
i
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■

喘
息

肺

炎

咳百
日ー

ー

肺

壊

疽

張
症枝振氣管

互
生
お

互
B

亙
2・

亘
豊
23一

畳
互
竺
幻

第10表 二佐 ラバ肺壊疽:及 ピ肺炎例 ニアリテハ

喀 庚申抗原性蛋白膿 テ多量包含 ムモノ多 シ、即

チ全例 ニアリテ32倍 陽性以上 ナリキ。 ン

然 ルニ急性氣管枝炎例 ニアリテハ喀庚申 ノ抗原

性蛋白禮 八極 メテ少量ナルテ見ル即チ2倍 陽性

以上 ノモノ無 シ。 ・
　　る

次 二氣管枝喘息、百日咳、氣管校債張症 ニア リ

テハ急性気管枝肉 列ヨリモヤ ・多量 ノ抗原性蛋

白禮 テ含 ムモ8倍 陽性以上 ノモノ無 シ。
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即チ肺壊疽及 ピ気管枝肺炎喀疾 二八多量 ノ抗原

・性蛋白膿 デ合ミ、急性気管枝炎一アリテハ其最

僅少ナリ。又氣管枝喘息、百 口咳、気管校旗張

症 系アリテハ急性気管枝炎ヨリハ僅カニ多景 ナ

ルテ知 レリ。

第七節 結 核喀疲 中 呂含 マノh抗 原

性蛋 白禮 ノ消 長 ト豫 後 トノ關係

結核喀痕 ノ沈降反応 テ2週 間間隔ニテ3同 以上

行 セシモノらシテ其 ノ像後 ノ確實 二判明 セル

曄 ノ25_、 ソノ抗原性翻 ノ轍 卜豫,

後 ト ノ關係 テ知 り第11表 テ得 タ リ。

但 シ表 中抗 原 性 蛋 白盤 景 テ表 ハ ス ニ陽 性稀 糧倍

敷 ラ以 テ セ リ。
の

第11表 ヨ リセ バ死 亡及 ピ不 良 ノ経 過 テ トレル

モ ノ12例 ニ ア リテハ喀 庚 申 ノ抗 原 性 蛋 白禮 ハ

減 少 セル テ見 ル、 而 シテ豫 後 不 攣 ナ ル モ ノ6例
'
一ア リテハ抗 原 性 蛋 白艘 ハ全 例 ニア リテ僅 カ ニ

増 加 シ、 又 豫 後良 好 ナ ル7例 二於 テ見 ル ニ抗 原

性蛋 白盟 僅 カ ニ増 加 セ ル モ ノ6例 ニ シテ減 少 セ

ルモ ノ1例 テ見 タ ル が之 テ以 テ豫 後 テ云 々 スル

能 ハズ。

以 上 ヨ リセ バ重 症 者 二於 テ喀 疾 中 ノ抗 原 性 蛋 白

艦 ノ減 少 ハ豫 後 不 良 乏件 フ事 ア.ルテ知 ル、其 ノ

他 ハ決 定 的 ノ事 テ云 フ能 ハ ズ。

第11衷 結 核1喀喫中 ・抗 原性翫臼砲儒艮 ト像後
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第四車 線括及ビ考按

元 来 喀 庚 申 ノ蛋 白艘 ハ血 清 蛋 白 二由 來 スル モ ノ

ナ リ・ト ノBokayノ 設 が現 今 マ デ 唱 道 サ レ來 レ

リ、 而 シテ化 學 反 磨 ニ ヨ リテ血 清蛋 白 テ測 定 セ

aシ
モ ソバ重 症 患者 ニ ア リテ ハ其 量減 少 スル トナ

セル が一 般 ナル が如 シ。 余 モ亦 肺結 核 患 者 血 清

蛋 白 ラ測 定 シ健 康 人 三比 シ減 少 セル テ見 劣ル モ

殊 二重 症 ニ デ リテハ 中等症 、 及輕 症 ご比 シ減 少

傾 向 アル ラ知 レ ゾ。 ・ ∫'

余 ノ説 明 セ シ喀 庚 申 ノ抗 原 性 蛋 白禮 八人 血 清蛋

古 韻 ノ 毫テ説 明 スル モ ノニ非 ラザ ル ヤ・ノ観 アル

モ ハ 如 シ。 何 ン トナ ラバ本來 ノ読 二從 ヘ バ重

症 患 者 血 清蛋 白饅 ノ減 少 セ ル___.部が喀 疲 中 二謹

明 サ ル ・σモ ノナ リ・トセル故 二喀疲 中 ノ蛋 白膿 ハ

重 症 ニ ア リテハ軽 症 中等 症 二於 ケ ル ヨ リモ多 量

ナ リ トセル テ以 テナ リ。 即 チ余 ノ説 明 セル喀疲

中 ノ抗 原 性 蛋 白盟 が血 清 蛋 白 ノ ミテ説 明 ス ル モ

ノ トセ パ重 症 ナ ル程 、 其 ノ量 ハ増 加 セザ ル ベ カ

ラズ。 然 ル ニ余 ノ成 績 ニ ア リテハ 中等症 二於 テ

ヤ ・多 量 二澄 明 シ反 ツテ重 症 ニ ア リテ ハ少 量 ナ

ニル傾 向 テ示 セリ
。

叉 化學 反応 ニ ヨル蛋 白盟 ト血 清 學 的 方 法 ニ ヨル

1抗 原 性蛋 白禮:ト ノ比 較 研 究 セ リ。 余 ノ用 ヒ シ家

兎免 疫 血 清 ハ健 康人 血 清 二封 スル沈 降 素 ラ有 ス

ル モ ノナル テ以 テ、 カ ・ル血 清 二封 スル抗 原 性
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ラ有 ス ル蛋 白盟 ガ喀 痕 中 ノ蛋 白髄 ノ縮 テ ヲ占 ム

ル モ ノ トセバ沈 降 反 慮 一 ヨ リ テ得 ル成 績 ハb化

學 反 慮 ニ ヨ リテ得 タル成績 トー致 ピザ ル ベ カ ラ

ズ。 然 ル トコ ロ抗 原,陞蛋 白艘 最 ハ化 學 反 慮 ニ ヨ

リテ得 タ ル蛋 白盟 量 トハー 致 セ ズ即 チ 「ズ ル ホ

サ ル チー ル」 酸 反 慮 ∴ ヨ リテ得 タ ルtノ ヨ リハ

ヤ ・少hl:ニ シ テ、 煮 沸 反 慮 又 ハ硝 酸 「リ ン ク'J反

慮 ニ ヨル モ ノヨ リハ多 量 ナ ル傾 向 ア リキ。

以 」ニノ諸 貼 ヨ リ シテ抗 原 性 蛋 白艦 卜血術 置 白需

トノ關 係 テ其 ノ最 ノ こヨ リ考 究 シ意 味 付 ケ ル コ

トハ困難 ナル モ ノ ・如 シ。

次 二喀疾 中 ノ抗 原 性 蛋 白盟 ガ中等 症 二多 ク重症

ナ ル モ ノニャ ・少 量 二謹 明 サ ル ・傾 向 アル コ ト

テ経 験 セ リ。 カ ・ル差 異 ハ抗 原 性 蛋 白禮 ガ血 清

學 的 二謹 明 サ ル ・鮎 二原 因 セル モ ノ ・如 久 血

清學 的 二観 テ喀疾 中 ノ血 清 蛋 白禮 以 外 ノ物 質 テ

謹 明 セル モ ノナ ル カ、 又 ハ或 種物 質 ノ介在 ニ ョ

リテ、 謹 明 サ ル ・蛋 白艦 量 二差 異 テ生 ゼ シム ル

モ ノナ ル カ、 又 ハ 喀疾 中 二蛋 白盟 量 テ減 ゼ シ ム

ル因子 ノ存 在 セ ル コ トニ依 ル モ ノ ナル カ テ想像

セ シ ン得 ル モ ノナ レ ド、 使 用 セ シ家 兎 血 満 ガ健

康 人 血清 爵 テ免 疫 セル モ ノナ ル鮎 ヨ リシ テ恐 ラ

クハ蛋 白禮 以 外 ノ そノ ラ謹 明 セザ ル コ トハ 明 ラ

カ ナ リ。 又 蛋 白艦}1り 減 ゼ シム ル因 子 ノ存 在 ス

ル モ ノ トλル モ、抗 原 性蛋 白禮 諭 明 法 二影 響 ア

ラノ{直チニ 化 箪 反 慮^ヨ ル 謹 明 法 ニ モ 影 響 ブ

ル故 、 カ ・ル因 子 ノ存 在 二依 ル モ ノ トハ考 ヘ ラ

レズ。

即 チ抗 原 性蛋 白艦 量 ノ中等 症 二比 シ重症 者 ノヤ

ヤ少 量 ナ ル事 ハ喀 疾 中 二至 リテ抗 原 性 ラ有 スル

蛋 白龍 ノ免 疫 家 兎 血 構 二封 スル 血1青反 慮 二影響

テ及 ボ ス モ ノ ・存 在 ニ ヨル モ ノナ ル テ推 理 シ得

ベ シ。 而 シテ カ ・ル物 質 ハ抗 原 性 蛋 白盟 ノ重症

者 二比較 的 少 量 ニ シテ中等 症 ニ ヤ ・多量 ナ ル鮎

ヨ リ ミテ恐 ラクハー 種 ノ免 疫 物 質 ノ如 キ モ ノナ

ラ ン ト想像 シ得 ル モ、 コハ今 後 ノ研 究 二待 ツ モ

ノナ リ。

第五章 摘 要

健康人血清ニテ免疫 セル家兎血清テ用 ヒテ結核

喀疫中ノ抗原性蛋白禮 ノ検索テ試 こ次 ノ成績テ

得 タリ。

1.人 血清ニテ免疫 シタル家兎血清ニヨリテ沈

降反磨 テ呈スル抗原性蛋白禮ハ喀疲中ニハ常 二

存在 シ、原液陽性 ヨリ128倍 陽性迄 ノ範園 」ア

ルモノ多歎 テ占ム。

2.而 シテ急性氣管枝炎喀疲 ニアリテハ其量僅

少 ニシテ、肺壊疽及肺炎喀疾 ニアリテハ多量二

存 ス。

3.肺 結核喀疾中ノ抗原性蛋白禮ハ中等症二最

モ多量二謹明 シ重症喀疾之二次 ギ、輕症喀庚ハ

他 ノ何 レヨリモ少量ニシテ16倍 陽性以上 ノモ

ノテ見ザ リキ。

4.結 核喀疾 中ノ抗原性蛋白ハ煮沸反慮及硝酸

●

「リン グ」反 慮 ニ ヨル蛋 白盟 量 ヨ リモ多 量 ニ シテ

「ズ ル ポ サ ル チー ルJ酸 反 慮 一 ヨル蛋 白盟 量 ヨ リ

ハ少 量 ナ ル モ ノ ・如 シ。

5.結 核 患 者 血 清 蛋 白 量 ハ 健 康 人 二比 シー 般 二

減 少 ス。

6.結 核 患 者 ノ血 清蛋 白盟 量 ノ減 少 ハ 直 チニ喀

疲 中 ノ抗 原 性 蛋 白盟 ノ増 加 テ俘 フモ ノニ非 ズ。

7.喀 疲 中 ノ結 核 菌 々数 ト抗 原 性 蛋 白盟 ト ノ闊

係 バー 定 シガ タキ モ菌 数 少 キ モ ノニ ア リテ モ抗

原 性 蛋 白禮 ノ多量 ナル者 ア リ。

8・ 肺結 核 重症 患 者 喀 庚 二於 ケル抗 原 性 蛋 白盟

ノ減 少 ハ豫後 不 良 テ件 フ場 合 多 シ。

終 リニ臨 更本研 究 二御 懇篤 ナル御 指 導 ト御 校 閲

テ賜 リタル今 村 教 授 二深 謝 ス
。
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